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外科領域感染症 に対す るritipenemacoxi1の 臨床 的検討

納賀克彦

川崎市立川崎病院外科*

新 しく開発 された,経 口ペネム系抗生物質ritipenemacoxi1を 外科領域感染症(感 染性粉瘤7例,

肛門周囲膿瘍3例,皮 下膿瘍5例,創 感染2例,乳 腺炎1例)の 計18例 に使用 し,以 下の結果を得

た。評価可能であった15例 での臨床効果は著効6例,有 効9例 で,有 効率100%で あった。細菌学的

効果は,12例 より20株 の菌が検出され,消 失11例,存 続1例 であった。一方,本 剤投与によると思

われる副作用および臨床検査値の異常変動は1例 も認められなかった。
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Ritipenemacoxi1(RIPM-AC)は イ タ リア の

FarmitaliaCarloErba社 で開発されたPenem系 の新

しい経口抗生物質である。本剤は経口投与後腸管より吸

収され,エ ステラーゼにより加水分解 されて活性本体で

あるritipenemと して抗菌力を示すプロ ドラッグである。

本剤は各種 β一ラクタマーゼに安定であり,グ ラム陽

性菌,グ ラム陰性菌に広範囲な抗菌スペク トルを有 し,

特に好気性グラム陽性菌な らびに嫌気性菌に対 し優れた

抗菌力を示す と報告 されている1)。

今回我々は外科領域感染症に本剤を投与 し,そ の有効

性,安 全性について検討 したのでその成績を報告する。

対象は平成4年6月 から9月 までの間に,川 崎市立川

崎病院外科を受診 し,治 験参加の同意が得 られた外科領

域感染症18例 で,男 性14名,女 性4名,年 齢は20歳
～70歳 であった。疾患の内訳 は,感 染性粉瘤7例,肛

門周囲膿瘍3例,皮 下膿瘍5例,創 感染2例,乳 腺炎1

例であり,こ の うち,切 開等の外科的処置 は15例 に施

行された。基礎疾患を有するものは創感染の2例 で,1

例は直腸癌,1例 は右外鼠径ヘルニアであった。感染症

の重症度は,全 て軽症か ら中等症であ り,病 型 は,皮 下

膿瘍のうちの2例 と乳腺炎の1例 が慢性の急性増悪であ

る他は全て急性であ った。

RIPM-ACの 投与方法 としては,1回200mgを1日

3回 食後 に経 口投与 し,投 与 日数 は1～10日 間,総 投

与量は0.6g～6.Ogで あった。

臨床効果の判定基準 は,臨 床症状,検 査所見か ら,著

効,有 効,や や有効,無 効,不 明の5段 階とし,概 ね投

与3日 目までに自他覚的所見の全ての改善または消失を

認めた症例を著効,7日 目までに全ての改善 または消失

を認めた症例を有効,7日 目までに一部の改善を認めた

症例をやや有効,7日 間以上の投与にて も症状の改善 し

ないもの,あ るいは悪化 した症例を無効 とした。 また,

細菌学的効果 は投与前後 に病巣より検出された分離菌を

勘案の 上.起 炎菌を推定 し,そ の消長により,消 失(陰

性 化),減 少 ま た は 部 分 消 失,存 続(不 変),菌 交 代,

不 明 の5段 階 で 判 定 した 。 な お 排 膿 が 消 失 し,菌 検 出 が

不 能 と な った 場 合 は消 失 と判 定 した。

本 剤 投 与 症 例 の 症 例 一 覧 をTable1に,疾 患 別 臨 床 効

果 をTable2に 示 した 。 症 例7,症 例12お よ び症 例17

は3日 目以 降 来 院 しな か っ た た め,評 価 対 象 か ら除 外 し

た 。 症 例1か ら症 例7は 感 染 性 粉 瘤 の 症 例 で あ り,症 例

1,2は3日 後 に発 赤,腫 脹,硬 結,疹 痛,熱 感 な ど の

臨 床 症 状 が 消 失 し,排 膿 も改 善 した た め,著 効 と判 定 し

た 。 ま た 症 例4,5に つ い て も,こ れ らの 臨 床 症 状 が そ

れ ぞ れ2日 後,3日 後 に全 て 消 失 した た め,著 効 と判 定

した 。 症 例8か ら症 例10は 肛 門 周 囲 膿 瘍 の 症 例 で あ

り,症 例9は3日 後 に全 て の 臨 床 症 状 が 消 失 した 上,分

離 菌 も全 て 消 失 した た め 著 効 と 判 定 した 。 症 例11か ら

症 例15は 皮 下 膿 瘍 の 症 例 で あ り,症 例13は 慢 性 の 急

性 増 悪 の 症 例 で あ った が,外 科 的 処 置 も行 わ ず に 排 膿 が

1日 後 に 改 善 し4日 後 に は 消 失 し た た め 著 効 と 判 定 し

た 。 症 例15も 同 じ く慢 性 の 急 性 増 悪 の 症 例 で,7日 後

も排 膿 が あ りStaphylococcus aureusが 存 続 して い た

が,そ れ 以 外 の 臨 床 症 状 は全 て 消 失 して い た の で 有 効 と

判 定 した 。 症 例18は 乳 腺 炎 の 症 例 で,慢 性 の 急 性 増 悪

で あ った が,3日 後 に お け る臨 床 症 状 が,消 失 しな い ま

で も大 部 分 改 善 を 認 め た た め 有 効 と 判 定 し た 。 従 っ

て 総 症 例18例 の う ち,評 価 可 能 で あ っ た15例 に お い

て 著 効6例,有 効9例 で あ り,有 効 率 は100%で あ った 。

細 菌 学 的 効 果 は12例 か ら20株 の 菌 が 検 出 さ れ た 。

そ の 内 訳 は,グ ラ ム 陽 性 球 菌12株(8.mreus1

株,coagulase-negative Staphylococcus7株,

Entmcoccus faecalis2 株,Streptococcuspyogenes

1株,Streptococcas agalactiae1株),グ ラ ム 陰 性 桿

菌4株(E8cherichiacol`1株,atrobacter freundii

1株Klebstella okytoca1株Proteus valgaris1

株),嫌 気 性 菌4株(Peptostreptococcus nagms2株,

Eubacteriamlentum1株,Bactmides capillosus1

*
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Table 1, Clinical results of ritipenem acoxil treatment

ND : not done CNS: coagulase-egative Staphylococcus

Table 2. Clinical efficacy of ritipenem acoxil

*

excluded from efficacy rate
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Table 3. Laboratory findings in patients before and after administration of ritipenema coxil

B: before A: after

株)で あった。

これらの分離菌の消長をみ ると,消 失11例,存 続1

例であり,存 続の1例 はS.aureusの 検出された皮下膿

瘍の症例であった。

本剤投与中,自 他覚的な副作用 は1例 も認め られな

かった。また投与前後で臨床検査を実施で きた症例は,

Table3に 示 したごと く7例 であ ったが,本 剤 に起因す

る異常変動 は認められなか った。

新 しく開発 された経口ペネム系抗生物質RIPM-AC

を外科領域感染症18例 に対 して使用 したところ,本 剤

1日600mg/分3の 投与 により,評 価可能であ った15

例において有効率100%と いう極めて高い効果が得 られ

た。これは,今 回対象 とした疾患の重症度が全て中等症

以下であり,ま た3例 を除 く他は急性の ものであったこ

となどが一因 として考え られる。細菌学的効果では,菌

が検出された12例 中,S.aureusの1例 が存続 しただ

けで,あ との11例(19株)は 全て消失 した。特に肛門

周囲膿瘍の症例(症 例9)の ように複数菌感染症(K.

oxytoca,E.coli,P.vulgariS,E.faecalis)に 対 して

も菌の消失を見たことは,本 剤の抗菌スペ ク トルの幅広

さと強 さを示す ものと思われる。さらに,従 来の経ロセ

フェム系抗生物質ではあまり抗菌力を示 さなか ったE.

faecalisも,本 剤投与 によ り全て消失 した とい うこと

は,好 気性グラム陽性菌に対 して優れた抗菌力を示すと

いう本剤の特徴を裏付けるものと考えられ る。

なお,本 剤投与によると思われる副作用および臨床検査

値の異常変動は1例 も認められず,安 全な薬剤と考えられた。

これ らの結果よりRIPM-ACは 表在性軟部組織感染

症を主体とした外科領域感染症に対 し,有 用な薬剤であ

ると考え られる。
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Clinical study of ritipenem acoxil for surgical field infections
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We administered ritipenem acoxil, an oral penem antibiotic, to 18 patients with surgical field
infection (7 with infectious atheroma, 3 with periproctal abscess, 5 with abscess, 2 with wound
infection, and 1 with mastitis). Evaluation was possible in 15 patients. The clinical efficacy was
excellent in 6 patients and good in 9; the efficacy rate was 100%. Bacteriologically, 20 bacterial
strains were isolated from 12 patients. The strain was eradicated in 11 patients but unchanged in 1.
None of the patients showed side effects or abnormal laboratory findings associated with

administration of this drug.


